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1．はじめに
小学校理科の目標の一つである「自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り，科学的
な見方や考え方を養う」ための手立ての一つとして，地域の身近な自然を素材とした学習がある。
地域の自然を構成するものは，例えば景観であったり，あるいは動植物であったりと多様な要素が
考えられるが，その一つに地層や岩石がある。小学校 5 年生の「流水の働き」の単元では主として
河床礫を，6 年生の「土地のつくりと変化」の単元では地層および地層を構成する岩石を素材とし
てあつかうことになっている。
ある地層や岩石が，自然の中で，そこに存在するということは，地球の永い営みの必然の結果で
あり，それらに記録された時間的・空間的情報を，地球史と関連付けながら解読することが重要で
ある。つまり，地層や岩石は地球史を記録し，伝える役割をもつ自然素材として位置づけられ，そ
れらが担っている情報を活用し，「科学的な見方や考え方を養う」ためには，教師は単に名称を覚
えさせるのではなく，その試料のもつ「意味」を媒介として，学習者とともに地球の営みに思いを
めぐらせるダイナミックな活動に発展させることを目指さなくてはならない。
さて，広島市周辺では，地表に現れる主要な岩石として白亜紀花崗岩類（広島花崗岩類と呼ばれる）
が広く分布しており，堆積岩はまれにしか見られない。そのため，野外での地層観察は実施が難し
く，代替としてボーリング試料の活用（例えば，鈴木ほか（2011））などが行われている。ところ
が，太田川の中流から上流にかけては，泥岩，砂岩，緑色岩などジュラ紀～それ以前の堆積岩類や
火成岩類，白亜紀の火成岩類など多様な地層や岩石が露出している。太田川流域の河床礫は，その
ような露出地から供給されてものであり，いわば，流域の大地を構成する地層や岩石が「自然の博
物館」として展示されているのである。つまり，一つひとつの河床礫は，地質時代のある時期に形
成され，その後，地殻変動を受けた結果，流域地域に露出し，さらに風化・侵食作用を受け，流水
で運ばれ，現在，礫として存在するようになったという長大な時間と広大な空間の情報を満載して
いる訳である。そこで，それらを学習の素材として活用すれば，理科の学習に資する点が多いと考
えられる。本稿では，太田川の河床礫の教材化をめざした検討の一部を紹介したい
2．岩石の識別
まず前提となるのは，岩石の識別である。地層や岩石のもつ学習上の意味を知るには，岩石の種
類を識別することが大事になってくる。学校現場において，教員には，授業あるいは日常的に岩石
の識別・鑑定を求められる場面が多々あるという。毎年，本学で行われる免許更新講習に参加され
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る小学校教員の方々も，例えば，上述の 5 年生，6 年生の単元の学習や，特別活動や総合的な学習
の時間での「野外学習」，あるいは児童が長期休暇中の家族旅行で採取した標本を持参してくるなど，
様々な場面で岩石の「鑑定」を求められることがあるという。しかし，岩石を肉眼で識別するのは，
決して容易ではなく，図鑑と照らしあわせてもなかなか特定しにくいと悩まれておられる場合が多
い。一般に，図鑑に掲載されている標本は，風化作用の影響が少なく代表的なものが選択されてい
るが，露頭で実際に採取・観察する場合は，風化が進んでおり，一目では識別しにくいことが多い。
ところが，幸いなことに河床礫の場合は，風化・侵食作用の過程で，脆くなった部分は細かな砂や
粘土となって失われ，風化を免れた堅固な部分が残存している場合が多いため識別しやすい。
とはいえ，岩石の場合，動植物のように名称と実物とが一対一で対応する場合が少なく，ある岩
石名で示される岩石は，あくまでも一例にすぎず，多様なバリエーションを有する場合が多いこと
も，識別を難しくしている要因となっている。例えば，火成岩の名称は，一般にマグマの組成とマ
グマの固結した深さ（従ってマグマの冷却速度）という二つのパラメータによって規定されて決め
られる。花崗岩の場合，石英，カリ長石，斜長石，黒雲母というマグマの組成を反映した主要構成
鉱物の種類と量比，マグマの固結した深さを反映した組織（つくり）が，ある一定の許容範囲内に
入るものをさす。結果として，粒の細かなものから，粗いもの，色の赤っぽいものから白っぽいも
のなど，一見して見かけが異なる，許容範囲の広い岩石を花崗岩と呼ぶことになり，そのことで「図
鑑で見たのとは異なる」などの混乱を招くのである。
以下では，そのような許容範囲を意識しながら作成された「岩石識別マニュアル」（付表）をもとに，
広島地域で，身近な河川の代表である太田川の河床礫を観察・識別し，それらの特徴について整理
してみた。
3．太田川の河床礫の供給源
河床礫の教材化について，例えば宮崎（web），林 ･ 藤川（2012），山崎（2014）等により，礫径，
円磨度，礫種の検討などさまざまな形で行われているが，ここでは，礫種に絞って述べてみる。
源流域の廿日市市の吉和付近から下流域の広島市安佐南区安佐大橋南まで観察していくと，ほぼ
以下のような礫種が観察された。これらは，いずれも基本的には流域地域に分布・露出するもので
ある。山田ほか（1986）および日本シームレス地質図（産業技術総合研究所地質調査総合センター
（Web））に基づいて，それらを生成年代の古いものから順にあげると以下のようになる。
1）緑色岩（古生代ペルム紀（約 2 億 9900 万年前～ 2 億 5100 万年前）の付加体中の苦鉄質火成岩類）
緑色，ち密な苦鉄質火山岩が主体で，時に粗粒の斑れい岩を含む。これらは，かつて海洋プレー
トの底部を構成していたものである。原岩に多く含まれる角閃石や変質～弱変成作用によって形
成された緑泥石に由来する緑色の見掛けの色合いから，緑色岩と総称される。
2）石灰岩（古生代石炭紀 - ペルム紀（約 3 億年前）に形成され，中生代三畳紀 - 中期ジュラ紀（約
（約 1 億 7600 万年前～ 1 億 4600 万年前）に付加した石灰質岩石）
CaCO 3（炭酸カルシウム）を主成分とする堆積岩。一般に細粒・塊状で，白色または灰色を呈
することが多い。比較的やわらかいため，ハンマーで傷つく。日本の石炭紀 - ペルム紀石灰岩の
ほとんどは，かつての熱帯域でサンゴ礁として形成されたもので，海洋プレートの移動に伴って
海溝まで運ばれ，付加体として取り込まれたものである。
3）チャート（中生代三畳紀 - 中期ジュラ紀（約 1 億 7600 万年前～ 1 億 4600 万年前）に付加した
珪質の岩石）
生物源または化学的な沈殿物に由来する SiO2（二酸化ケイ素）からなる細粒・緻密で硬固な堆
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積岩である。一般に透明感のある乳白色で，含まれる不純物により，灰，黒，緑，赤などいろい
ろな色調を呈する。ハンマーで傷つかないことから，石灰岩と見分けられる。層状チャートは，
厚さ数センチメートルの珪質の厚層が数ミリメートルの泥質の薄層を挟んで規則的に繰り返して
積み重なった地層で，縞状にみえる。海洋底上に形成された地層が，プレートの移動に伴って海
溝まで運ばれ，付加体として取り込まれたものである。
4）礫質泥岩～泥岩（中生代中 - 後期ジュラ紀（約 1 億 7600 万年前～ 1 億 4600 万年前）に海溝で
複雑に変形した岩石）
黒色，ち密な岩石である。礫は緑色岩，石灰岩，チャート，砂岩などからなり，一般には激し
いせん断作用を受けて，引きちぎられたような形状を示す。これは，プレートの沈み込み帯にお
ける付加体堆積物の特徴とされる。
5）安山岩（後期白亜紀（約 1 億年前～ 6500 万年前）に噴火した火山の岩石（安山岩・玄武岩類））
広島県では，吉舎安山岩類と呼ばれ，広島県東部から岡山県西部にかけて分布する。安山岩質
の火砕岩を主体とし，溶岩を伴い，一部に砕屑岩層を挟む。全般的に変質が著しい。後述の高田
流紋岩類に一部整合，一部不整合の関係をもって覆われる。太田川流域では，安芸太田町加計北
部に露出している。
6）流紋岩類（後期白亜紀（約 1 億年前～ 6500 万年前）に噴火した火山の岩石（デイサイト・流
紋岩類））
高田流紋岩類として一括されており，主体は大規模火砕流によって形成された溶結凝灰岩であ
る。火山ガラスが薄く延びたような溶結構造や角張った石英や長石の結晶片が特徴的である。
以上述べた 1）～ 6）の先白亜系および白亜系は，後述の花崗岩類によって熱変成作用を受け，
多かれ少なかれ再結晶作用がみられる。
7）閃緑岩（後期白亜紀（約 1 億年前～ 6500 万年前）にマグマが地下深所で冷却・固結した深成岩）
閃緑岩は，後述の花崗岩と同時期～やや早期に活動した深成岩であり，花崗岩類に暗色包有物
として存在する。
8）花崗岩（後期白亜紀（約 1 億年前～ 6500 万年前）にマグマが地下深所で冷却・固結した深成岩）
太田川流域には広く花崗岩類が分布している。本花崗岩類は中国地方に広く分布する広島花崗
岩類の一部である。広島花崗岩類は，チタン鉄鉱花崗岩類が卓越するという特徴があるが，安芸
太田町加計北部など一部には，磁鉄鉱系花崗岩も混在する。本地域の広島花崗岩類は，先白亜系
や高田流紋岩類に不調和に貫入し，広く接触変成作用を及ぼしている。
これらの花崗岩類に由来すると思われる河床礫が多数見られたが，ここでは，大きく細粒花崗
岩，中粒花崗岩に分けた。なお，粗粒の花崗岩は，太田川上流域に露出する場合もあり，また広
島地域の海岸部，例えば，元宇品で広く分布するように，広島花崗岩の主要メンバーである。し
かし，太田川河床礫では殆ど見ることができない。これは，恐らく，組織が粗粒のため，風化によっ
て，各構成鉱物に分離しやすく，結果として礫として残りにくかったためであろう。
上記の岩石を貫いて活動した岩脈類は，以下の通りである。
9）花崗斑岩・石英斑岩（後期白亜紀（約 1 億年前～ 6500 万年前にマグマの一部が地下の浅所で冷却・
固結したもの（貫入岩））
ピンク～白色のカリ長石，白色の斜長石，灰色半透明の石英の斑晶が目立つ。斑晶のうち，長
石類が石英よりも多い場合を花崗斑岩，逆の場合を石英斑岩として分ける。
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10）アプライト（後期白亜紀（約 1 億年前～ 6500 万年前にマグマの一部が地下の浅所で冷却・固
結したもの（貫入岩））
半花崗岩ともいわれ，ほとんどカリ長石・石英・長石からなる完晶質，細粒の岩石で，多少の
黒雲母・白雲母などを含む。花崗岩・閃緑岩に伴って岩脈状の岩体をなして産出する。花崗岩に
比べて，黒雲母の含有量が少ないため，優白質である。
4．岩石識別マニュアルをもとにした観察
岩石の識別にあたって，従来様々な検索表が提唱され，インターネットでも検索できるが，ある
程度目星をつけないと検索できないなど，必ずしも使い勝手がいいとはいえない．そこで，鈴木ほ
か（2006）により簡潔で汎用性のあるマニュアル（付表）が開発された。それは，以下のような
岩石構造，色調，粒度，特徴的鉱物の存否，磁性の有無などを組み合わせたもので，フローチャー
トの要領で，観察の視点を順次絞り込み，識別していけば，最終的にある岩石名に行き当たるとい
うものである。後に示す図 3 ～ 12 は，上述の主な特徴をもとにした太田川河床礫の識別方法の例
を示している。
（1）岩石構造
まず縞状～層状という構造が顕著か否かが最初の分かれ道となる．太田川河床礫の例では，例え
ば，礫質泥岩，チャート，流紋岩質凝灰岩などは縞状～層状構造が顕著に見られるものである
次には，縞状～層状を呈する岩石では色調が，縞状～層状構造が不明瞭な岩石では石英粒の確認，
引き続いて斑状などの組織の特徴が重要となる．
（2）岩石の色調
一般に，マグマから形成された火成岩には，マグマの化学組成，晶出条件（温度，酸素分圧）の
差異によって様々な造岩鉱物が出現する。マグマの組成が苦鉄質であれば，岩石は優黒質を呈す。
逆にマグマの組成が珪長質であれば，岩石は優白質を呈する。太田川河床礫をみると，緑色岩は，
もともと海洋地殻に起源をもつ苦鉄質火成岩であるが，現在は変質～弱変成作用をこうむって，緑
泥石が多く，緑色を呈している。また，各種の花崗岩類（中粒花崗岩，細粒花崗岩，アプライト）
が多くみられるが，いずれも優白色である。なお，安山岩はもともと優黒色であるが，風化によっ
て表面が赤色を呈することが多い。
堆積岩では，泥岩～礫質泥岩は黒色を呈するが，チャート，石灰岩は灰色～白色を呈している。
チャート，石灰岩は識別が難しい場合があるが，ハンマーで傷つかないほど堅硬であればチャート，
容易に傷つけば石灰岩というように，野外でも直ちに識別することができる。
（3）斑状組織および等粒状組織の識別
火成岩の組織の観察は重要である．現行指導要領のもとでの中学校理科第 2 分野の大地の学習に
おいても，花崗岩，安山岩の観察場面があるが，その際，安山岩が斑状組織，花崗岩が等粒状組織
とされる。しかし，子どもたちは，花崗岩に黒雲母等の有色鉱物が点在する様子を「斑」状と認識
するという傾向にあるといわれるが，きわめて素直な見方といえる．また，花崗岩の組織が「等粒
状である」とされるが，粒度分布からみて決して粒度は「等しい」ことはない。図 1 および図 2 に，
安山岩と花崗岩の薄片観察をもとにした斑状組織と等粒状組織の粒度分布の概念図を示す。
両図から明らかなように，安山岩（斑状組織）では粒度はバイモーダルな分布になり，一方，花
崗岩（等粒状組織）では，ピークは一つである。これは，急冷および徐冷という両者のマグマから
の固結過程を考えれば当然である。すなわち，安山岩は，地下で既に斑晶が晶出した「雑炊」（crystal 
mush）状のマグマが上昇し，地表あるいは地表付近で急冷・固結することで形成される。従って，
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粒径が比較的大きな斑晶部分と，急冷されてできた粒径の小さな石基部分とが明瞭にわかれる。一
方，花崗岩は地下 10km 程度の深さにあるマグマ溜りで，ゆっくりと冷やされ，結晶は充分成長で
きる。このように，斑状，等粒状という用語の字面から受ける印象と，現実の試料が示す組織との
間にずれがあり，それを解消することが必要である。花崗岩の場合，むしろ「粒状，完晶質」とい
いかえるほうが適切であると考える。
図 1　安山岩の粒度分布（概念図）　　　　　　　　図 2　花崗岩の粒度分布（概念図）
（4）磁鉄鉱含有量の確認（簡易磁力計の併用）
一般に，磁鉄鉱は堆積岩中には稀であるが，火成岩には多少とも含まれ，マグマの組成が苦鉄質
のものほど多く含まれる傾向にある．従って，磁鉄鉱の含有量を見積もることは，岩石の種類を見
極める上で有効であり，市販の医療用フェライト磁石（商品名；ピップエレキバン）を使用すれば“簡
易磁力計”として活用できる（鈴木ほか，2006）。医療用フェライト磁石磁束密度は 80mT のよう
に小さなものもあるが，例えば磁鉄鉱系花崗岩とチタン鉄鉱系花崗岩の識別の場合には，130 ある
いは 180m Ｔ程度の磁束密度の高いものが有効である．なお 190mT の大粒のものは，やや重過ぎ
るため，岩石中の微量な磁鉄鉱には反応しにくい。岩石識別マニュアル（付表）のなかで下線を付
した岩石は磁鉄鉱を含有するため，医療用フェライト磁石が多少なりとも引き寄せられるものであ
る。
簡易磁力計を用いながら，付表のマニュアルを活用することによって，火成岩 20 種，堆積岩 11 種，
変成岩 7 種合計 38 種類を見分けることが可能であり，これは日本列島に普通に見られる主な岩石
が概ね網羅されている。付表では，今回，太田川の河床礫観察で確認されたものを●で示しており，
充分に活用することができると考える。
5．太田川河床礫の種類
河床礫の識別に際しては，長期間，降雨が無く，礫の表面に泥や汚れが付着している場合よりも，
降雨後で，流水や雨水によって洗われ，表面が明瞭に見える場合のほうが観察しやすいのはいうま
でもない。そのような時期を選べない場合は，最低限，ペットボトルなどの容器を用意し，水で表
面を濡らしたり，場合によってはタワシ等で汚れを落とした上で観察する必要がある。
以下に，マニュアル（付表）に従って，順次，観察の視点を絞り込みながら識別した太田川の河
床礫について，その代表例を示す。
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試料 1：組織・構造は縞不明瞭（塊状）→石英確認不能→粒状→濃緑色⇒斑れい岩（緑色岩）
試料 2：組織・構造は縞状～層状→色調は白～灰→鋼より軟，油脂感⇒石灰岩（石灰質ホルンフェルス）
試料 3　組織・構造は縞状～層状→色調は灰と黒の交互層→鋼（ハンマー）より硬い，油脂感⇒チャート
図 3　太田川河床礫の緑色岩類（広島市安佐南区安佐大橋南）
　本岩は，かつての海洋底構成岩が付加体として泥岩や砂岩
と一体化したもの。もともと苦鉄質岩石であったものが，弱
変成作用をうけ，緑泥石が形成され　緑色を呈する。また，
その過程で磁鉄鉱は分解し，磁性を失っている。
図 4　太田川河床礫の石灰岩（広島市安佐南区安佐大橋南）
　中央部分のように風化によって空隙が出来ているのが特徴
的である。熱変成作用を受けて，やや硬固になっているが原
岩は石灰岩である。
図 5　太田川河床礫の縞状チャート（広島市安佐北区可部町
柳瀬）
　縞状の構造がみられる。厚い白色部が珪質部分（油脂感
のある色調を示す），間の薄い黒色部が泥質部分，この両
者が規則的な堆積を繰り返すことで見事な縞状構造となる。
チャートの下にある茶色の岩石は礫質泥岩。
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試料 4　組織・構造は縞状～層状→色調は黒～茶→礫はあり（引きちぎられた感じ）⇒礫質泥岩
試料 5　組織・構造は縞不明瞭（塊状）→石英確認不能→組織は斑状→色調は黒～赤→長方形白斑
→磁性あり⇒安山岩質溶岩
試料 6　組織・構造は縞状～層状→色調は白～灰→石英あり→角張った石英，時に黒色レンズあり
⇒流紋岩質凝灰岩（強溶結）
図 6　太田川河床礫の礫質泥岩（広島市安佐北区可部町柳瀬）
　黒褐色の泥質部に白色の砂岩，チャートの礫がみられる。
全体として褶曲構造がみられ，礫はせん断作用を受けて引き
ちぎられている。花崗岩類の熱変成作用をうけ，黒雲母など
が形成され，息を吹きかけて湿らせると，一瞬，チョコレー
ト色を呈する場合もある。
図 7　太田川河床礫の安山岩質溶岩（広島市安佐北区可部町
柳瀬）
　優黒質で緻密な石基部に，白色の斜長石斑晶が点在する。
簡易磁力計を近づけると，強くひきつけられ，付着したら離
れにくい。
図 8　太田川河床礫の流紋岩質凝灰岩（広島市安佐北区可部
町柳瀬）
　優白質の基質部に黒色のレンズが引き延ばされて発達す
る。石英，長石の結晶片は破片状，角張って不規則な形態で
あり，火砕岩特有の性質を示す。
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試料 7　組織・構造は縞不明瞭（塊状）→石英確認不能→組織は粒状→長石やや多し→磁性あり⇒
閃緑岩
試料 8　組織・構造は縞不明瞭（塊状）→石英確認可能→組織は粒状→色調は白～桃，黒雲母顕著
→花崗岩→粒の平均粒径は 1 ～ 5mm ⇒中粒花崗岩
試料 9　組織・構造は縞不明瞭（塊状）→石英確認可能→組織斑状→長石・石英の斑晶が多い→石
英＜長石⇒花崗斑岩
図 9　太田川河床礫の閃緑岩（広島市安佐南区安佐大橋南）
　濃緑色，粒度は細かい。花崗岩質の細脈が貫入している。
以下の試料 8（図 10右）の黒色部と同じ岩石である。
図 11　太田川河床礫の花崗斑岩（広島市安佐北区可部町柳瀬）
　優白質，塊状で，緻密な石基部のなかに自形の長石（＞石
英）の斑晶が散在するのが特徴的である。
図 10　太田川河床礫の中粒花崗岩
左：優白質，塊状（広島市安佐北区可部町柳瀬）。
右：表面はやや風化，変色している。黒色の暗色包有物（閃緑岩）がみられる。（広島市安佐南区安佐大橋南）。
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試料 10　組織・構造は縞不明瞭（塊状）→石英確認可能→組織は粒状→薄茶～白色→細粒，黒雲
母は少ない⇒アプライト
現在，太田川河床礫を源流から下流に向かって調査を広げ，1 ｍ× 1 ｍの方形を設定し，その方
形内にある礫のほぼ全てについて，礫種，礫の長径・短径，礫の円磨度を調査している。あわせて，
河川地形や堆積構造なども観察している。結果は別に公表する予定であるが，礫種については，大
まかには，源流付近では，細粒花崗岩類が多くみられ，上流では，細粒花崗岩類の他に，中粒花崗
岩，閃緑岩，流紋岩などの礫種もみられるようになる。中流では，それらの他にも，泥岩，礫質泥
岩，石灰岩などの礫種がみられるようになり，太田川を下っていくにつれ，礫種も次第に増えていく。
ここでは，中流の安佐北区可部町柳瀬の例を見てみる（図 13）。野外でサンプル 41 個を識別したが，
主に中粒花崗岩が多く，12 個（29.3％相当）見られた。次いで 6 個（14.6％相当）の緑色岩，さ
らに泥岩～礫質泥岩，花崗斑岩と続き，アプライト，細粒花崗岩，安山岩，閃緑岩，石英斑岩，流
紋岩，チャートも見られるなど，礫種は多様である。
図 13　　太田川河床礫の種類（安佐北区可部町柳瀬の例，数字は個数）
図 12　太田川河床礫のアプライト（広島市安佐南区安佐大
橋南）　
　全体として薄桃色～白色，塊状で，石英の斑晶が確認でき
るが，黒雲母は非常に少ない。
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6．おわりに
一般に，河川の上流から下流に向かうに従い，主として流水の働きによって，河床礫の礫径，円
磨度などの特徴がある程度規則的に変化するといわれている。また，礫種もその供給源となる流域
に分布・露出する地層や岩石の種類を反映して，変化していくと考えられる。
このような，自然事象の観察から，それらが示す規則性に気付き，その原因との関連性を考察し
ていくことは，理科学習において，最も興味を引き，かつ重要なところである。言い換えれば，た
えず自然の表情を見つめ，その変化に気付き，その意味を考えるという積み重ねが大事になるので
あろう。そのためには，自然の表情を読み取るための最低限の知識，スキルを身につけておきたい。
今回，太田川河床礫の種類の識別方法を例として，そのような知識，スキルの一例を示した。紙
幅の関係で，野外調査データの一部しか提示できなかったが，是非とも諸賢のご批評を仰ぎたいと
思う次第である。
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